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野崎剛一先生定年退職関係行事御報告

本センター前教授野崎剛一先生は、平成 28 年 3 月末をもって本学を定年退職されました。

野崎先生が定年をお迎えになるにあたり、本センターでは平成 28 年 2 月 27 日に、最終講義及び

定年退職記念祝賀会を挙行いたしました。最終講義の後、本センターアーカイブ室に保管している

初代電子計算機や端末機などについて、野崎先生により解説が行われました。また、祝賀会には旧

職員、御友人、御家族、現役職員等含め 30 余名の方に御参加いただき、いろいろな思い出話に華

が咲いておりました。

皆様からお預かりしました野崎先生へのお祝いにつきましては、ギフトカード及び花束としてお渡

ししておりますこと、本紙面をもって御報告させていただきます。

野崎剛一先生は、昭和 50 年 3 月九州大学工学部を卒業され、同年 4 月より長崎大学工学部電

子計算機室助手に着任以来、昭和 54 年 5 月情報処理センター助手、昭和 57 年 8 月同センター講

師、昭和 63 年 4 月総合情報処理センター講師、平成 15 年 5 月同センター助教授、平成 16 年 12

月情報メディア基盤センター助教授、平成 17 年 8 月同センター教授、平成 26 年 4 月 ICT 基盤セ

ンター教授と、所属組織の名前とミッションは変遷しつつも 40 年の長きにわたり、本学の情報処理や

計算機システムの礎を築いてこられました。

また、情報処理教育等を通じて学生教育・指導にも情熱を注がれてこられました。現在、教養教育

において情報科目をほぼ情報系センターの教員のみで担当しているのは全国立大学の中で 3 校の

みであり、先生の教育にかける熱意により実現できた教育体制であります。

研究活動においては、プログラミングツールに関する研究、知識データベース情報検索に関する

研究、ステガノグラフィに関する研究、その他画像処理に関する研究など幅広い分野の研究をなさっ

ており、特に情報ハイディング等において顕著な業績を残され、「ディジタルステガノグラフィ技術とそ

の応用システムに関する研究」で博士（工学）の学位を授与されておられます。電子情報通信学会マ

ルチメディア情報ハイディング・エンリッチメント研究専門委員会や情報処理学会一般情報教育委員

会の委員、また国公立大学情報システム研究会の会長をお務めになるなど、学界においても多大な

貢献をなさいました。

学内各委員会の委員や九州大学情報基盤研究開発センター全国共同利用運営委員会委員、長

崎市情報化推進計画策定委員会委員、佐賀大学総合情報基盤センター外部評価委員等もお務め

になりました。

野崎剛一先生はその功績から平成 28 年 5 月、本学より名誉教授の称号を授与されました。
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定年退職記念祝賀会

於：ベストウェスタンプレミアホテル長崎 

学生に対する本学での最後の授業 モジュール科目「計算機の科学」

最終講義 「あれから 40 年～長崎大学の情報システムとともに～」

於：ICT 基盤センター セミナールーム
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